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平成３０年度 環境パトロールの結果について 

６月６日（水）、今年も恒例の環境パトロールが環境部会員によって行

われました。昨年はガス抜きをしていない小型ガスボンベが大量に入った

可燃物の袋を発見するなど、第四地区にお住まいの方だとは断定できな

いまでも、環境に関する意識が低い住民がいることに衝撃を受けました。

今年は昨年のような事例も見られず、どこのゴミ集積場もきれいな状態

が保たれていました。昔から多くの方が憧れる、閑静で文教的な香りのす

る地区の代表格だった第四地区を、今後も引き続いて住んでみたい地区

ナンバーワンの地区でい続けるようご協力をお願い致します。

４３名参加で、東部浄化センターと 
浅川ダムの見学会開催 

６月１３日（水）、環境部会と安全部会の合同主催で、住民の皆さまを対象にした見

学会を実施しました。今年は初めて市街地の下水を処理する「東部浄化センター」と

浅川地区の洪水対策のために完成した「浅川ダム」の２か所を見学しました。

 第四地区を含む中心市街地など、１５万人ほどの市民の下水を昼夜休まず浄化し

続けるのが「東部浄化センター」です。上水道はポンプアップを繰り返しながら各家庭に

配水していますが、下水は基本的には自然な流れによって浄化センターまで流れ来

昼食をはさんで午後は、平成２９年３月に完成した「浅川ダム」

を見学しました。このダムは下流の浅川流域を洪水から守るため

に、流水型ダムとして、普段は川に水が流れていますが、何十年

に一度というような大雨が降ったときは、ダムをせき止めて下流へ

大量の雨水が流れないようにしています。

 ダムの強度等を調べるために平成２８年１０月から５か月かけて

ダムを水で一杯にする実験が行われました。係の人が言うには、

今後このダムの上部まで水がたまることは、有史以来の大雨が降

ます。第四地区にも近い権堂付近から東部浄化センターまでは、およそ２時間半で流れ着くそうです。ここでは微生物

を利用した浄水をしていますが、微生物が最も苦手なのが油分だそうです。家庭で出る廃油は、下水に流さずに、固形

剤などで処理をしたうえで可燃ごみとして出すようにしましょう。

↑ダム内部も見学しました

←説明を熱心に聞く参加者

らない限り、ないのではないかと言われているそうです。住民の生

命、安全を守る事業の一端を垣間見ることができました。



健康上の問題がない状態で日常生活を送ることのできる期

間のことを「健康寿命」と言います。第四地区では地区の皆さ

まの健康寿命を伸ばすための「健康体操」を、もんぜんぷら

座地下で行ってきましたが、もんぜんぷら座から距離のある

妻科を中心にした地区の皆さまにも健康体操をして頂こうと、

５月から毎月第三木曜日に妻科公民館で「健康体操妻科教

室」を開始しました。

 初回の５月１７日（木）は予想を超える２４名の方が、若い男

性インストラクターの優しい指導で、普段動かさない筋肉をゆ

っくり伸ばす運動など、約１時間、汗を流しました。

２回目の６月２１日（木）も２０名を超える参加者が集

まり、タオルを使ったストレッチなどに真剣に取り組みま

した。この健康体操妻科教室は８月はお休みですが、

１２月までの第三木曜日に妻科公民館で開催します。

事前申し込み、参加費不要で、汗拭き用のタオル程

度をお持ち頂くだけで、誰でも簡単にできますので、多

くの方の参加をお待ちしています。

後町 屋台ギャラリーお披露目式
７
月
７
日
（
土
）
午
前
１
１
時
か
ら

旧
後
町
小
学
校
跡
地
に
完
成
し
た

「
屋
台
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
完
成
お
披
露

目
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
後
町
小
学
校

が
閉
校
に
な
っ
て
以
降
、
第
四
地
区
住

民
自
治
協
議
会
は
後
町
小
が
担
っ
て
い

た
体
育
館
、
投
票
所
な
ど
の
機
能
を

将
来
的
に
も
確
保
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
の
ほ
か
、
避
難
所
、
備
蓄
倉
庫
の

指
定
と
設
置
も
要
望
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
西
後
町
と
新

田
町
が
持
っ
て
い
る
弥
栄
神
社
の
祇
園

祭
の
屋
台
を
組
み
立
て
た
ま
ま
収
容

で
き
る
施
設
の
建
設
も
要
望
し
て
き
た

結
果
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

屋
台
を
巡
行
す
る
た
び
に
組
み
立

て
と
解
体
が
必
要
だ
っ
た
も
の
が
、
今

後
は
組
み
立
て
た
ま
ま
収
容
で
き
、
町

の
方
の
苦
労
が
軽
減
さ
れ
そ
う
で
す
。

当
日
は
、
加
藤
長
野
市
長
、
鈴
木
長

野
県
議
会
議
長
、
北
澤
市
会
議
員
を

お
迎
え
し
、
屋
台
が
収
容
さ
れ
る
予

定
の
西
後
町
、
新
田
町
、
問
御
所
町
、

東
後
町
の
各
町
の
区
長
を
加
え
た
７

名
の
方
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
田
町
の
新
装
な
っ
た
屋

台
の
お
披
露
目
と
花
柳
寒
月
さ
ん
の

華
麗
な
日
舞
の
披
露
が
あ
り
、
屋
台

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
完
成
を
祝
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
来
場
し
て
頂
い
た
方
に

は
後
町
屋
台
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
Ｇ
ｏ
ｃ
ｈ
ｏ

Ｙ
ａ
ｔ
ａ
ｉ

Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ
）
の
頭

文
字
の
「
Ｇ
Ｙ
Ｇ
」
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た

エ
コ
バ
ッ
グ
を
記
念
品
と
し
て
差
し
上

げ
ま
し
た
。

↑ 来場者全員に記念として差
し上げた「オリジナルエコバッグ」

↑

多
く
の
方
に
来
場
頂
き
、
加
藤
市
長
、
鈴
木
県
議

会
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
屋
台

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

健康体操「妻科教室」開設（毎月第三木曜日に妻科公民館で開催中）



≪第四地区内の西後町と新田町が持っている屋台を紹介します。

写真は７月８日に行われたながの祇園祭屋台巡行のときのものです≫

西後町・新田町 屋台フォトギャラリー

西後町の屋台
妻科出身の宮大工「山﨑儀作」が明治
５年（１８７２年）に制作した総ケヤキ造りで
欄間や柱に絢爛豪華で緻密な彫刻が施さ
れているもの。今年の祇園祭には、引き手
として新田町ともども、県立大の若者の力
を借り、地域住民との交流も図られた。
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第四地区スポーツ活動支援金
第四地区環境美化事業支援金

平成３０年度 申請受付開始

 平成３０年度の「第四地区スポーツ活動支援金」と「環境美化事業支援金」の交付を希望する団体の申

請の受け付けを始めます。下の要綱に該当する団体は、本号に折り込みの申し込み用紙に必要事項を記

入し、第四地区住民自治協議会事務局まで提出して下さい。

 １０月以降、審査のうえ交付の可否を決定し、ご連絡致します。

★交付申請受付期間   平成３０年９月２８日（金）まで

★申 請 書 提 出 先   第四地区住民自治協議会事務局 

長野市権堂町 2201-20権堂イーストプラザＮＤ１階
（イトーヨーカドー長野店の長野大通りをはさんだ向かい側）

第四地区環境美化事業、（ ）はスポーツ活動支援金
交付要綱（概略）

１．この活動支援金は、第四地区内において環境向上に関わる（スポーツ）活動をする団体を支援すること
により、地区内住民の環境意識の高揚を図り、地区内住民の心理的幸福感が増幅し、地区内住民の交流
が促進されること（地区内の自主的なスポーツ活動を振興し、もって第四地区住民が日常的にスポーツを
楽しみ、スポーツをとおした交流を促進すること）を目的とする。
２．支援金の交付の対象となる団体は、次の各号の全てに該当するもの。
(1)第四地区内に活動拠点を置き、環境美化事業（スポーツ）活動を暦年で４回以上実施した実績がある
団体。環境美化事業活動に春秋の「ゴミゼロ運動」事業は含まないこと。

(2)団体に所属する者に過半数以上の第四地区住民が含まれていること
(3)自主的な運営が行われている団体であること
(4)第四地区内の住民が新たに加入することができる開かれた団体であること
(5)第四地区住民自治協議会の活動に参加あるいは協力した実績のある団体であること
(6)営利、宗教、政治活動を目的とする活動でないこと
(7)暴力団またはその構成員の統制の下にある団体ではないこと
(8)その他、公序良俗に反する活動を行っていないこと
２ 支援金の交付の対象となる事業は、次の各号の全てに該当するもの。

(1)当該団体の活動に直接関わるものであること
(2)当該団体活動以外の事業及び当該団体活動に関わらない物品等の購入に充てるものではないこと
(3)団体に所属する特定の個人、又は法人等の便宜につながるもではないこと
３．支援金は１年間１０,０００円とする。
４．第四地区 環境（健康福祉）部会において交付対象団体を決定する。

道路の名前募集中!!
前号でお知らせしました長野県庁西から「すき亭」「うるおい館」方面に延びる道路の

名前は引き続き募集中です。既に多くの応募を頂いていますが、まだ時間はたっぷりあり

ますので、誰からも親しまれて、末永く使われる名前を考えて応募して下さい。 

応募締切：平成30年１０月 31日（水）到着分

応 募 先：〒380-0833 長野市権堂町2201-20権堂イーストプラザＮＤ１階

                         第四地区住民自治協議会事務局 

応募方法：葉書に道路名称をご記入のうえ（何点でも可）、お名前、住所、年齢、電話番

号を明記し、ご応募下さい 



環境美化事業

スポーツ活動

   平成３０年  月  日  

第四地区住民自治協議会 会長 様

                   住所（所在地）

            団 体 名

     代 表者氏名  ㊞

連絡先（電話）

平成  年度において、下記の事業について[第四地区環境美化事業支援金 スポーツ活動支援金]を利
用したいので、１０，０００円を交付してください。

記

 １ 実施する事業の内容

 ２ 活動拠点の所在地

 ３ 団体構成員    名のうち第四地区住民の数    名  ※ 名簿添付

 ４ 関係書類（添付）

(1) 昨年度実績報告書 （記入必須事項：実施期日、開催場所、参加人員）
(2) 団体構成員名簿 （構成員全員の氏名、居住する町名が明記されていること）

第四地区 支援金交付申請書

（↑ 該当するものを丸で囲んで下さい）

（↑ 該当するものを丸で囲んで下さい）


